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１．はじめに

国土交通省では、公共工事の予定価格算

定に用いている現行の「積み上げ方式」か

ら歩掛を用いない「ユニットプライス型積

算方式」への転換に向けて、平成16年度

から直轄の新設の「舗装工事」を対象に試

行を実施し、H16年度は各地整１件を目安

に試行を開始、H17年度は制度の浸透とユ

ニットプライス型積算方式の習熟の観点か

ら、各事務所１件を目安に試行を実施、

H18年度からは全工事で試行実施（全面試

行）しています。（試行件数H16年度：８

件、H17年度：40件、H18年度：277件）

また、道路改良工、築堤・護岸工につい

ては、当面各地整１件を目安にH17年度末

より試行を開始、H19年度からは全工事で

試行実施しています。（試行件数H17年

度：道路改良２件、築堤・護岸４件、H18

年度：道路改良９件、築堤・護岸９件）

この度、実施した試行工事について受・

発注者にアンケートを実施し、その結果を

とりまとめましたので報告致します。

２．ユニットプライス型積算方式の概要

ユニットプライス型積算方式は、現在取

組んでいる、『コスト構造改革』の取り組

みの一つである『「積み上げ方式」から歩

掛を用いない「施工単価方式」への積算体
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系の転換に向けた取り組み』であります。

また、現行の積み上げ積算方式に対し、

ユニットプライス型積算方式は、６つの効

果が期待できます。

１．価格の透明性、説明性の向上

発注者と受注者（元請企業）の取引価

格をベースに、発注者が直接、施工単価

（ユニットプライス）を調査

２．民間活力（創意工夫）の導入促進

想定した施工のプロセスを示さないた

め、受注者の技術力の活用や新工法の採

用といった創意工夫の意欲が向上

３．契約上の協議が円滑化

総価契約単価合意をするため、施工量

が増減した場合に、自ずと契約変更額が

決定されるなど契約変更手続きが円滑。

あらかじめ定められているユニットの条

件を明示しているため、条件が変わった

場合に変更協議が円滑。

４．工事目的物と価格の明確化

工種毎に直接工事費と間接工事費が一

緒になっているため、工事目的物と価格

との関係が明確。

５．積算の効率化

多大な労力を要している精緻な積算を

効率化。

６．単価合意で下請契約が透明化

合意単価が公開されることにより、元

下間の契約額の透明化及び適正化が期

待。

３．試行工事のフォローアップ結果

3-1．フォローアップ結果①【当初段階】

【対象工事】

「ユニットプライス型積算方式」によ

る試行工事として発注した 126件（内

訳：舗装 114件、築堤･護岸 ９件、道路

改良 ３件）について、当初の単価協議･

合意までのフォローアップ調査として、

発注者、請負者にアンケートを実施し、

以下の結果をとりまとめた。
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3-2．フォローアップ結果②【最終段階】

【対象工事】

「ユニットプライス型積算方式」によ

る試行工事として発注した舗装工事44

件について、契約変更から工事完成まで

のフォローアップ調査として、発注者、

請負者にアンケートを実施し、以下の結

果をとりまとめた。

４．おわりに

ユニットプライス型積算方式に関する技

術情報は、国土交通省国土技術政策総合研

究所ホームページに掲載されており、下記

URLから参照できます。

http://www.nilim.go.jp/lab/pbg/index.htm


